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私たちがココカラ健康教室の担当職員です。皆様と笑顔で楽しく体操を行い、少しでも皆様のお役に立てれば幸いです。
これからもよろしくお願いします。

編 集 後 記

　ココカラ健康教室は、沼津市から委託している事業で高齢
者が現在の心（ココ）と身体（カラ）の状態を維持、向上を
目的に開催しています。　１年間を３クールに分けて毎週火曜日に戸田デイサービス
センターで開催し、送迎も行っています。定員は20名となっ
ています。
　ココカラ健康教室では運動はもちろん栄養教室・口腔教室
も実施しています。
　運動機能向上では、ラジオ体操・バランス運動・筋力向上
体操や身体を使ったゲームを楽しく行っています。また、自
宅で簡単にできる体操なども紹介しています。　1クールごと初回と終了時に効果測定（筋力・バランス能力・
柔軟性・俊敏性を測定）を行います。また、理学療法士によ
る個別面談もあります。　栄養教室では食事健康法・食品の保存方法・管理方法の
講習を行っています。口腔教室では健口体操や誤嚥を予防す
る食べ方についての講習を行っています。　ココカラ健康教室を利用されている皆様からは、外出する
ことも多くなり、交流の機会も多くなったとの話しがあります。
いつまでも沼津市戸田で活き活きとした生活が送れるように
と事業を行っています。

１クール（3ヶ月）は12回開催となります。メニューは以下の通りです。

プログラムの様子プログラムの様子
プログラムの様子
プログラムの様子

ココカラ健康教室のご紹介
ココカラ健康教室のご紹介

●初回効果測定（紅野理学療法士）　　　●終了時効果測定（紅野理学療法士）　　●PTによる個別指導（紅野理学療法士） ●口腔教室（大川・日吉歯科衛生士）　　●栄養教室（藤井管理栄養士）　　　　　●運動機能向上（深水・若山）　

ココカラ健康教室のメニュー

利 用 対 象 者

体操をやって身体を鍛えます

健口体操で誤嚥予防

介紹員職

勉学にも励んでいます 今回の測定はどうかな？

　
土
肥
・
戸
田
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
は
ご
利
用

者
の
減
少
と
同
時
に
介
護
の
担
い
手
で
あ
る
人
材
確

保
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
想

像
以
上
に
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。特
養
に
お
い
て

も
重
度
化
、
高
齢
化
に
よ
り
退
所
者
数
や
入
院
者
数

の
増
加
、待
機
者
の
減
少
に
現
れ
て
お
り
、在
宅
サ
ー

ビ
ス
ご
利
用
者
の
減
少
や
軽
度
化
に
も
現
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、
職
員
の
採
用
に
お
い
て
も
看
護
師
、
管
理

栄
養
士
と
い
っ
た
職
種
以
外
の
職
員
の
確
保
も
困
難

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
特
養
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
安
定
運
営
の
た
め
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
増
床

し
新
規
利
用
者
の
発
掘
を
他
地
区
ま
で
広
げ
利
用
を

積
極
的
に
推
進
し
、
特
養
待
機
者
の
確
保
に
も
努
め

ま
し
た
。ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
戸
田

地
区
の
方
も
利
用
が
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
特
養
で
は
、
ト
イ
レ
の
改
修
よ
り
ご
利
用
者
の
生

活
環
境
の
整
備
に
図
り
ま
し
た
。ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
相
談
員
の
体
制
を
見
直
し
、
充
実
を
図
り

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
土
肥
地
区
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
伊
豆
市
の
食

の
自
立
支
援
事
業
の
要
件
変
更
等
に
よ
り
、
食
事
の

確
保
に
困
る
地
域
の
方
に
対
し
て
試
験
的
に
自
費
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
た
が
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ご
利
用
者
等
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
提
供
時
間
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
き

た
こ
と
が
、
や
っ
と
成
果
が
現
れ
長
い
提
供
時
間
帯

の
利
用
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
今
後
も
よ
り
一
層
、
個
別
ケ
ア
の
充

実
と
地
域
ニ
ー
ズ
の
発
掘
を
図
り
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
皆

様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
運

営
を
行
な
っ
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
事
業
報
告

①病院に突然呼ばれ、なんの説明もなしに話が始まり困惑した。その際の職員の態度にも不快を感じた。
②誤嚥性肺炎を防ぐ対応について、不信を抱く対応がある。
③過去の対応や職員の言動にも不信を抱くことがあった。

（要望として）
ケアの統一と言動も含め統一した職員の対応（一貫した対応）と、連絡先の窓口を一本化。

ご家族の立場に立った、言動や説明がされておらず、結果困惑や不信を抱かせてしまった。またケアの対応も職員によって違いがあった。更に、現在のケアに対し、なぜそのような対応をしているかの説明がされていない状況があった。そして、ご家族に依頼する連絡方法に職員の認識違いがあり、対応もまちまちだった。＊家族の申し入れのとおり、過去にも職員の不手際や説明不足があった。

ご家族の申し入れのとおり、不信や困惑を抱くような職員の言動や説明不足があったことに対して謝罪する。またケアの徹底や連絡方法にも認識違いにより、結果徹底できていなかったことに対して合わせて謝罪する。
ケアの統一に向け、再度介護計画をご家族に説明。介護計画をスタッフで共通認識し徹底することを伝える。またご家族への連絡方法を再度明確にして、対応を徹底することとする。

対 応 結 果平
成
27
年
６
月
16
日

ご
利
用
者
家
族

１

特

　
　
　
　養

№ 受付日 申出人 種別
概　　　要

想 定 原 因

（土肥ホーム）　苦情対応一覧　平成 27年度

　平成27年度は、大幅な介護報酬単価改定の影響や伊豆市総合事
業の施行により介護報酬の下落が予測されていた。しかし、人員配
置や体制の見直しから介護サービス報酬の安定と短期入所事業の1
ベッド増加など戦略的なサービス運営を行った結果、昨年度と同様
の収入を確保することができた。支出の面では、人件費においては
専門職の人員確保が困難であり、介護職員の処遇改善に関する手当
額の増加など、厳しい現実はあるが効率的な人員配置を行い人件費
の増加防止に努めた。また光熱水費のエコ活動による削減など自主
的な成果による経費削減や他の経費についても見直しを行い経費削
減に繋がった。
　建物更新についても22年を経過し、入居者の生活環境の向上の
ため特養トイレスペースの改修、エアコン一部更新、落雷被害によ
るスプリンクラー自家発電機の交換、車両更新を行った。また今後
の事業継続を目的とした中長期計画に基づく次期建物更新費用とし
て施設整備積立金を積み立てた。

　平成27年度のデイサービス利用者の軽度化が急速に進みつつ
ある。サービス稼働に関しても、全体のサービス利用者におけ
る予防のご利用者の占める割合が増加傾向にある。サービス提
供時間帯の長時間利用者も増加していることがサービスの増収
にも影響した。
　また配食サービスに関しては地域利用者のニーズにマッチング
したサービス提供を行っているため、安定した稼働数であった。
　費用面では人件費において、適正な業務配分による人件費の貼
りつけを目的とし、戸田デイサービス業務を兼務していた土肥
ホーム事務員、調理員の人件費について、戸田デイサービスに適
正配置させたことにより、人件費は昨年度決算と比較し増加した。
　また老朽化固定資産においても、設備更新計画に則り、更新を
実施した。　

土
肥
ホ
ー
ム
施
設
長

戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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ン
タ
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次

土肥ホーム・菜の花ホーム

戸田デイサービス

決
算
報
告

決
算
報
告

決
算
報
告

平
成
27
年
度

収入計
467,961千円

平成27年度　事業収入

平成27年度　事業支出

人件費支出
326,351千円 介護保険収入

448,374千円

その他の収入
14,587千円

施設整備等補助金収入5,000千円

支出計
467,961千円

大橋　裕子大橋　裕子
深水 久美子深水 久美子

若山　純平若山　純平

その他の収入・資産取崩収入
5,886千円

収入計
71,322千円

平成27年度　事業収入

平成27年度　事業支出

人件費支出
　50,367千円 介護保険収入

65,436千円

事業費支出
9,168千円

事務費支出
5,331千円

その他の支出他　6,456千円

事業費支出
55,118千円

事務費支出
30,872千円

その他支出
　3,950千円

本部繰入金　他経費51,670千円

支出計
71,322千円

看 護 師
リーダー

生活相談員
えん

今年の夏も暑かったですね。毎年毎年異常と言っていますが、もうこれが
普通の夏になっているのかもしれませんね。秋になり少しは過ごしやすく

なったので、スポーツの秋や読書の秋を過ごしたいですが、私の場合は食欲の秋になってしまい

そうです。皆さんはどんな秋を過ごされますか。

中田　智己

口腔教室

栄養教室
効果測定

運動機能向上

※理学療法士・歯科衛生士・管理栄養士は外部に　講師を依頼して実施しています。

基本チェックリスト（要支援者及び要介護者を除く、65歳以上の高齢者を対象に実施）の各項目で点数を満たした方
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1993年（平成5年）

土
肥
ホ
ー
ム
開
設

当
時
、
静
岡
県
下
で
初
と
な
る
小
規
模

特
養
と
し
て
開
設

特
養
30
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
６
床
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
15
名
で
ス
タ
ー
ト

5月3月
土
肥
ホ
ー
ム
竣
工
式

6月
土
肥
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
発
足

9月
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
開
始

1994年

2月
在
宅
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始

1996年

5月
食
事
サ
ー
ビ
ス
本
格
稼
働
開
始

1999年

7月
増
床
工
事
起
工
式

1998年

4月
戸
田
村（
現
在
の
沼
津
市
戸
田
）へ
の

出
張
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
始

2000年

4月
特
養
50
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
へ

増
床
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
35
名

2004年

4月
旧
土
肥
町
・
旧
修
善
寺
町
・
旧
中
伊

豆
町
・
旧
天
城
湯
ヶ
島
町
が
合
併
し
、

伊
豆
市
誕
生

特養・ショートステイ
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居宅・包括支援センター

菜の花ホーム

事務・労務
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土肥・戸田 ホームページ

土肥ホームの日々 検索検索

土肥ホーム

戸田デイサービスの日々 検索検索

戸田デイサービス 　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
日
常
の

様
子
や
出
来
事
、
様
々
な
取
り

組
み
等
も
公
開
中
。

　是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。

　明けましておめでとうございます。昨年は新型コロナウイルス感染拡大のため、これまでに経験したことのない１年になりました。面会の中止から始まり外出や活動の自粛など心労が絶えませんでしたね。未知なる脅威にも負けずコロナ禍を乗り越え、今年は、明るい話題をたくさんご紹介出来たら良いです。私も、広報委員の一員として、笑顔で頑張ります。本年も宜しくお願い致します。　　     山下 由美子

　当施設の感染予防対策は、全職員に「感染症をサービスに持ち込まない」を合言葉に従来の感染防止対策を実施しています。最近の感染拡大状況から、「外出時の布マスク着用禁止」が追加されています。入居系の利用者は家族の協力を得て来所によるオンライン面会を開催しています。厚労省から「高熱等を伴う症状が発生した場合は、受診し高齢者施設の入居者・従事者であることを申し出て検査実施」の指示があり対応することになっています。

　
謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
が
発
生
し
爆

発
的
な
感
染
拡
大
に
脅
か
さ
れ
、
生
活
様
式
そ
の
も
の
が
一

変
す
る
一
年
で
し
た
。

　
そ
の
渦
中
で
あ
っ
て
も
、
日
々
様
変
わ
り
す
る
施
設
か
ら

の
連
絡
や
方
針
変
更
に
対
し
真
摯
に
対
応
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
2
0
2
1
年
の
干
支
は
辛
丑
（
か
の
と
う
し
）
に
な

り
ま
す
。

　
丑
年
の
い
わ
れ
は
物
事
の
始
ま
り
に
は
事
前
の
計
画
立
案

を
行
い
、
コ
ツ
コ
ツ
堅
実
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
、
や
が
て

そ
の
成
果
が
大
き
く
実
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。

　
ま
さ
し
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
様
々
な
生
活
様
式
は
変
化

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
意
外
に
過
去
の
歴
史
で
は
社
会

生
活
と
感
染
症
の
関
連
は
非
常
に
長
く
、
今
日
に
至
る
ま
で

の
間
、
都
度
適
応
し
今
日
の
生
活
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
コ
ロ

ナ
に
向
き
合
い
「
対
峙
」
す
る
の
か
で
は
な
く
、「
共
生
」

し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

「
人
と
人
と
の
距
離
を
保
つ
」
こ
と
は
私
た
ち
の
生
活
の
中

で
初
め
て
直
面
し
た
方
策
で
あ
り
、
人
間
社
会
や
社
会
構
造

に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
ま
す
。
新
し
い
社
会
構
造
が
大
き

く
変
化
し
ま
す
が
、
過
去
の
遠
い
歴
史
を
み
る
と
、
人
々
は

柔
軟
に
適
応
し
、
新
た
な
生
活
様
式
を
歩
ん
で
き
て
今
日
が

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
の
高
齢
者
施
設
で
は
様
々
な
事
前
の
感
染
予

防
拡
大
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
応
援
体
制
、
事
業
継

続
計
画
、
具
体
的
な
机
上
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
の
干
支
の
丑
年
が
意
味
す
る
よ
う
事
前
の
計

画
を
立
て
、
有
事
の
際
に
計
画
が
机
上
の
空
論
で
終
わ
ら
ず
、

意
味
の
あ
る
具
体
的
な
行
動
指
針
に
繋
が
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
何
か
と
不
便
の
多
い
今
日
で
す
が
、
こ
の
状
況
が
一
刻
も

早
く
解
消
さ
れ
、
平
穏
な
日
々
が
皆
様
に
訪
れ
る
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

土
肥
ホ
ー
ム
・

　
　
戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
長

福
室

　悦
子

新 

人 

紹 

介

　９月１日より、土肥ホームの厨房で働いています佐々木です。　小学４年生と年中の姉妹の母です。早く仕事にも慣れ、頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願い致します。

佐々木　浩巳

土肥ホーム
調理職員

新型コロナウイルス
感染予防対策

異動日
令和2年10月1日 入職日

令和2年10月1日 入職日
令和2年9月1日異

　動
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は　ま　ゆ　う

　初めのうちは迷惑ばかりかけてしまうと思いますが、少しでも早く土肥ホームの一員として認めてもらえるように努力していきますので、よろしくお願いします。

木内　諒

土肥ホーム
介護職員

　一日でも早くご利用者、ご家族の気持ちに寄り添い、支えられる一人前のケアマネになれるように、笑顔を忘れず日々努力していきたいと思います。

𠮷川　友史

土肥ホーム
介護支援専門員

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ここの職員さんは
みんなとても親切
だよ。細かいこと
にも気付くし笑顔
もいいね！

も く じ
２P：秋・冬だより３P：年男・年女
４P：新年のごあいさつ　     土肥ホームの自慢　     新人紹介・異動　     新型コロナウイルス感染予防対策　     編集後記

土
肥
ホ
ー
ム
の
自
慢おお ででととうう まますすごござざいいめめ

ああけけままししてておおお でででとととううう ままますすすごごござざざいいいめめめ
あああけけけままましししててて

広
報
委
員
よ
り

今
回
、
土
肥
ホ
ー
ム
の
自
慢
を
ご
利
用
者
・
職
員

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
慢
の
広
報
誌
と
し
て
紹
介
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

ここから眺め
る夕陽は最高
にきれいだよ。
土肥桜もきれ
いだよね。

法人、施設、部署
の各場所で様々な
研修があり、研修
制度がとても充実
しています。

令
和
２
年
度
　事
業
報
告
・
決
算
報
告

令
和
２
年
度
　事
業
報
告
・
決
算
報
告

　令
和
２
年
度
事
業
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
感
染
予
防
、
発
生
時
対
応
な
ど
災
害
を

想
定
し
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
事
業
継
続
又
は
再
開
で
き
る
よ
う

様
々
な
体
制
の
構
築
に
取
組
ん
だ
1
年
で
あ
っ
た
。
新
た
な
試
み
と
し
て
出
張
研
修
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
ウ
エ
ブ
面
会
な
ど
I
C
T
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
り
、
革
新
的
な
業

務
改
善
と
効
率
化
に
繋
が
っ
た
。

　事
業
課
題
で
あ
る
土
肥
・
戸
田
地
区
に
お
け
る
持
続
可
能
な
事
業
継
続
の
構
築
を
目
的
と
し
た

柱
の
一
つ
に
介
護
人
材
の
不
足
の
対
応
が
あ
る
が
入
居
系
職
員
の
一
部
兼
務
化
を
進
め
、
緊
急
時

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
勤
務
体
制
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
利
用
者
の
安
定
的
な
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
、
業
務
の
標
準
化
に
向
け
た
評
価
と
改
善
を
重
ね
て
き
た
。
ま
た
地
域
課
題
で
あ
る
高

齢
者
を
支
え
る
共
助
の
仕
組
み
に
つ
い
て
N
P
O
立
上
げ
を
後
方
支
援
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
責

務
で
あ
る
地
域
貢
献
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
経
営
的
な
側
面
で
は
土
肥
ホ
ー

ム
会
計
拠
点
に
戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
会
計
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
計
業
務
の
集
約
と
一
括

管
理
に
繋
げ
た
。

　設
備
更
新
で
は
国
の
助
成
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
感
染
対
策
設
備
と
衛
生
用
品
の

拡
充
を
行
っ
た
。
老
朽
化
設
備
で
は
設
備
更
新
計
画
に
則
り
エ
ア
コ
ン
・
非
常
放
送
設
備
・
厨
房

機
器
を
更
新
し
た
。

　引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
、
再
び
穏
や
か

な
日
常
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
尚
一
層
、
感
染
対
策
の
強
化
と
ご
利
用
者
様
の
安
心
・
安
全
な
生

活
を
支
え
る
よ
う
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和2年度　土肥ホーム事業収入

令和2年度　土肥ホーム事業支出

　令和 3 年 4 月より広報誌委員が変わりました！これから、
私たちが「はまゆう」を通じて土肥ホーム・戸田デイサービス等の活動や取り組みをお届けします。掲載してほしい内容などがありましたら、是非ご意見をお寄せください。※表紙の「はまゆう」の文字横の花は、土肥ホームの敷地　内に咲いている「浜木綿（はまゆう）」の花です。

広報誌委員長：佐藤孝之

編 集 後 記 ～広報誌委員紹介～～広報誌委員紹介～

佐藤 孝之佐藤 孝之

長倉 真里萌長倉 真里萌

加賀 博樹加賀 博樹

勝呂 留奈勝呂 留奈
深水 久美子深水 久美子

　事前に同意をいただいた入所者及び職員に対する接種を実施。大きなトラブルなく無事に終わりました。

【介護サポーター】
洗濯物の仕分け、整理等担当してい

ます。お役に立てる
ように頑張ります。

【調理職員】
　利用者様がお食
事を楽しみにして
くれるように頑張
ります。

【介護職員】
　利用者様と毎日
楽しく笑顔で過ご
したいです。

～新人紹介～～新人紹介～
～コロナウイルス感染対策～
～コロナウイルス感染対策～

コロナワクチン接種

※戸田デイ事業の会計を統合表記

　新たな試みとして出張研修や各種会議のオンライン化など ICTの積極的な導入をしています。

オンライン研修等

事業活動収入（介護保険収入等）535,113千円

施設整備等補助金収入6,905千円
その他の収入35,380千円

人件費支出
372,945千円

事業費支出79,948千円

事務費支出29,687千円

固定資産等
取得支出
16,379千円

その他支出74,711千円 資金収支差額3,728千円土肥ホームから眺める秋の夕日
土肥ホームから眺める秋の夕日

地域貢献活動地域貢献活動

静岡DWAT（静岡災害派遣福祉チーム）の活動に参加※熱海市伊豆山地区に派遣

静岡DWAT（静岡災害派遣福祉チーム）の活動に参加※熱海市伊豆山地区に派遣

※BCP（事業継続計画）の策定　災害などの緊急事態が発生した時に、　損害を最小限に抑え、事業の継続や　復旧を図るための計画

※BCP（事業継続計画）の策定　災害などの緊急事態が発生した時に、　損害を最小限に抑え、事業の継続や　復旧を図るための計画

「感染症（新型コロナウイルス）」「地震・津波」「風水害」
などの緊急時に備えています！

「感染症（新型コロナウイルス）」「地震・津波」「風水害」
などの緊急時に備えています！

平田 典子平田 典子 豊口 由起子豊口 由起子 豊口 アンデルソン 幸雄豊口 アンデルソン 幸雄

はまゆうはまゆう
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互助会　川柳・写真のコンテスト開催！
互助会　川柳・写真のコンテスト開催！　互助会の新たな試みとして、川柳・写真コンテストを開催いたしました。川柳は土肥ホームをテー

マに珠玉の１句を、写真は「私のみてみて」と題して劇的瞬間の一枚を、それぞれ職員から募集しま

した。どの作品も甲乙つけ難い物ばかりでしたが、優秀作品には、景品を送らせて頂きました。

　互助会の新たな試みとして、川柳・写真コンテストを開催いたしました。川柳は土肥ホームをテー

マに珠玉の１句を、写真は「私のみてみて」と題して劇的瞬間の一枚を、それぞれ職員から募集しま

した。どの作品も甲乙つけ難い物ばかりでしたが、優秀作品には、景品を送らせて頂きました。

　土肥ホーム互助会では、職員の福利厚生・親睦・共済を図る事
を目的に活動をしております。地域清掃や、新入職員歓迎会等
の企画開催が主な活動になります。　2020年からは、新型コロナウイルス感染症の影響で、多くの
企画をやむを得ず中止に。現在では、３密を回避しながら、感染
対策を講じ、職員一人一人が楽しめる活動は何か、役員会で話
し合いを重ね、実施に向けて計画を進めております。

　土肥ホーム互助会では、職員の福利厚生・親睦・共済を図る事
を目的に活動をしております。地域清掃や、新入職員歓迎会等
の企画開催が主な活動になります。　2020年からは、新型コロナウイルス感染症の影響で、多くの
企画をやむを得ず中止に。現在では、３密を回避しながら、感染
対策を講じ、職員一人一人が楽しめる活動は何か、役員会で話
し合いを重ね、実施に向けて計画を進めております。

お
姉
さ
ん

　
　呼
ば
れ
て
振
り
向
く

　
　
　
　
　
　お
ば
さ
ん
衆

お
姉
さ
ん

　
　呼
ば
れ
て
振
り
向
く

　
　
　
　
　
　お
ば
さ
ん
衆

受
賞
者
の
声

川
柳
っ
て
何
？
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
を
選
ん
で
頂
け

て
び
っ
く
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
者
の
声

川
柳
っ
て
何
？
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
を
選
ん
で
頂
け

て
び
っ
く
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受賞者の声
食べる前に気付けてよかったです。みなさんにも良いことがありますように！

受賞者の声
食べる前に気付けてよかったです。みなさんにも良いことがありますように！

互助会委員互助会委員

互助会 活動紹介互助会 活動紹介

川
柳
の
部

　
　
１
位

川
柳
の
部

　
　
１
位

写
真
の
部

　
　
１
位

写
真
の
部

　
　
１
位

「
隠
れ
ハ
ー
ト
み
っ
け
」

ポテチ愛好家ポテチ愛好家
西
條
明
美

西
條
明
美

新谷裕生
委員長
新谷裕生
委員長荒川ゆかり荒川ゆかり

山田富江山田富江

斉藤真也斉藤真也
長倉千景長倉千景

鈴木かよ子鈴木かよ子

※令和３年度の委員※令和３年度の委員

佐山 長雄様
大正9年 102歳

片岡 ワカ様

野田 トシ様
大正6年 105歳 山口 はる子様大正10年 101歳

山口 和代子様

佐藤 久子様

川島 通幸様

長倉 みつ子様

勝呂 麻巳様大正10年 101歳

平田 篤子様 堀井 サヨ様

笹原 君子様

山田 つや様

山口 くに江様 天野 志津子様 稲木 敏子様

佐山 シゲ様
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長寿祝

年男・年女2023

鈴木 さつき様大正7年 104歳 牧野 秋子様大正11年 100歳

髙田 かつ様
大正12年 99歳

大木 みと子様大正9年 102歳

昭和２年生まれ

昭和14年
生まれ

令和４年12月現在の年齢

令
和
元
年
度
　事
業
報
告・決
算
報
告

　
令
和
元
年
度
の
事
業
概
況
は
、
深
刻
化
す
る
今
後
の
介
護
人
材
不
足
の
問
題
に
対
し
、
よ
り
介
護
現
場
に
お
い
て
安

全
性
の
高
い
質
の
向
上
と
、
新
た
な
体
制
構
築
に
む
け
た
仕
組
み
の
導
入
に
着
手
し
た
。
こ
の
仕
組
み
の
一
環
と
し
て

介
護
労
働
の
軽
減
と
し
て
介
護
現
場
に
お
け
る
情
報
共
有
ツ
ー
ル
と
し
て
イ
ン
カ
ム
マ
イ
ク
を
介
護
現
場
に
導
入
し
入

居
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
情
報
伝
達
の
効
率
化
を
実
現
さ
せ
た
。
厨
房
で
は
安
定
的
な
食
事
提
供
を
目
的
と
し
た
ク
ッ
ク
チ

ル
製
品
で
の
食
事
提
供
に
移
行
し
た
。

　
職
員
体
制
で
は
、
昨
年
度
よ
り
継
続
し
て
き
た
介
護
業
務
の
す
み
わ
け
を
行
い
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
雇
用
体
系
を
確

立
し
、
間
接
業
務
を
行
う
こ
と
で
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
大
い
に
課
題
解
決
に
繋
が
っ
た
。

　
ま
た
地
域
課
題
で
あ
る
高
齢
者
生
活
支
援
の
担
い
手
不
足
の
解
消
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な

り
新
た
な
組
織
体
を
発
足
さ
せ
、
法
人
が
後
方
支
援
の
基
盤
を
構
築
し
た
。

　
設
備
、
修
繕
に
関
す
る
更
新
で
は
中
長
期
計
画
の
予
定
執
行
と
緊
急
対
策
工
事
で
エ
ア
コ
ン
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
陥
没
工
事
を
臨
時
的
に
対
応
し
、
開
設
27
年
を
経
過
し
た
老
朽
化
対
応
工
事
が
中
心
と
な
る
整
備
で
あ
っ

た
。
今
後
、
よ
り
緊
急
性
を
考
慮
し
た
中
長
期
計
画
の
見
直
し
と
更
新
の
必
要
性
に
つ
い
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
た

一
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
後
の
設
備
整
備
に
関
し
、資
金
確
保
な
ど
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
戸
田
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
沼
津
市
の
指
定
管
理
に
基
づ
き
、
随
時
報
告
を
行
っ
た
。

　
経
営
全
般
で
は
、
現
状
の
財
務
状
況
を
部
門
間
で
周
知
徹
底
、
経
営
上
の
課
題
や
戦
略
に
つ
い
て
職
員
へ
共
有
、
理

解
へ
繋
が
る
よ
う
全
体
研
修
等
の
場
を
活
用
し
た
。

　
今
後
、
令
和
2
年
度
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
令
和
元
年
度
の
事
業
評
価
と
未
実
施
に
つ
い
て
継
続
し
事
業
実
施
へ

継
続
し
て
盛
り
込
む
も
の
と
す
る
。

発　行：社会福祉法人信愛会　　　　土肥ホーム住　所：〒410-3301　静岡県伊豆市小土肥787-2
電　話：0558-98-2900　　　　戸田デイサービスセンター住　所：〒410-3402　静岡県沼津市戸田1575-1
電　話：0558-94-5550発行者：福室悦子

編
集
後
記

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
世
界
中
で

人
々
の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

本
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
収
束
し
て
い
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
コ
ロ

ナ
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
時
代
と
な
り
ま

す
。
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
と
い
う
観
点
か
ら
、
今

号
を
作
成
し
ま
し
た
。

　感
染
対
策
と
同
時
に
、
ま
だ
ま
だ
熱
中
症
予

防
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
季
節
で

す
。
コ
ロ
ナ
の
発
生
を
通
し
て
今
、
人
々
が
健

康
で
あ
る
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
こ
と
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
す
。
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第82号 秋晴号秋晴号第83号 令和2年5月20日発行令和２年9月17日発行
秋晴号

は　　ま　　ゆ　　う
テーマ

～ 新しい生活様式  ～

　病棟勤務を経て土肥ホームへ来ました。海と山に囲まれた土肥が好きです。利用者が穏やかに過ごせるようにサポートしていきたいと思います。よろしくお願いします。

土肥ホームの感染対策　未だ衰える気配のない見えない敵に対して「利用者の安全・安心な生活」を提供するため、日々感染予防

対策を行っています。うがい・手洗いは勿論の事、定時の換気や館内の消毒、席の間隔を空けて３密回避を

厳守しています。
　職員に対しては、会議・研修は web で開催又は、少人数制で複数開催、不要不急の外出自粛、現場長は

各職員の健康観察表と行動記録票の管理、やむを得ない県外への外出は事前に現場長へ報告を行っています。

　ご利用者に対しては、活動・食事前の手指消毒と食事後の口腔ケア、対面での面会を中止しオンラインで

の面会をお願いしています。　引き続き健康観察を行い、今は｢コロナ」が一日も早く終息する事を願っています。

熱中症予防対策

こまめな水分補給

体温測定・健康チェック
人との間隔が２ｍ以上
取れている所では
マスクを外す

新 人 紹 介
戸田デイサービスの日々 検索検索 土肥ホームの日々 検索検索

土肥ホーム
戸田デイサービス

土肥・戸田 ホームページ
　ホームページでは日常の様子や出来事、様々な取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

土肥ホーム
令和元年度 事業支出

事業活動収入（介護保険収入等）57,726千円

令和元年度 事業支出 令和元年度 事業収入

戸田デイサービス

人件費支出
342,521千円

事業費支出63,979千円

事務費支出32,059千円

固定資産等
取得支出
15,695千円

その他支出32,569千円 資金収支差額5,359千円

令和元年度 事業収入

事業活動収入（介護保険収入等）467,112千円

施設整備等補助金収入5,000千円
その他の収入20,070千円

人件費支出38,294千円

事業費支出10,628千円

事務費支出3,931千円

その他支出3,415千円
その他収入103千円

資金収支差額1,561千円

土肥ホーム
看護職

鈴木　彩華

入職日　令和２年５月11日

　ご利用者の皆様が笑顔で過ごして頂けるよう努めて参ります。そして、少しでも早くお役に立てるよう日々努力いたします。宜しくお願いいたします。

グループホーム
菜の花ホーム
介護職員

勝呂　陽子

入職日　令和２年4月1日

特養
オンライン面会の様子

土肥デイサービス
送迎時の手指消毒

第85号 令和3年5月21日発行
青葉号青葉号青葉号

は　　ま　　ゆ　　う

２P：各サービスでの出来事３P：部署紹介　土肥デイサービス編４P：事業計画
　　  感染対策強化の取り組み　　  学生の福祉体験　紹介

も く じ

発　行：社会福祉法人信愛会　土肥ホーム住　所：〒410-3301 静岡県伊豆市小土肥787-2電　話：0558-98-2900発行者：福室悦子
戸田デイサービスセンター住　所：〒410-3402 静岡県沼津市戸田1575-1電　話：0558-94-5550

土肥・戸田 ホームページ

土肥ホームの日々 検索検索

土肥ホーム

戸田デイサービスの日々 検索検索

戸田デイサービス

　ホームページでは日常の様子や出来事、様々な取りみ等も公開中。是非、ご覧下さい。 撮影場所：菜の花ホームベランダ側

はまゆうはまゆう
第87号 令和4年1月14日発行

新春号

発　行：社会福祉法人信愛会　　　　土肥ホーム住　所：〒410-3301　静岡県伊豆市小土肥787-2
電　話：0558-98-2900発行者：福室悦子
　　　　戸田デイサービスセンター住　所：〒410-3402　静岡県沼津市戸田1575-1
電　話：0558-94-5550

三者で覚書締結三者で覚書締結

社会福祉協議会が主体となり、赤い羽根共同募金の助成を受け、発電機やスコップ等の資機材及びその保管用の倉庫の引き渡しを受けました。

認知症介護のポイントは、「説得より納得、指摘・議論せず、怒らないこと」

災害ボランティア用活動資機材倉庫土肥ホームの敷地内に設置！

土肥デイサービスご利用者の作品縦80cm 横180cmの巨大な貼り絵

福室茂様より正月飾りを頂きました！

～地域と連携し災害への対応力強化～

左から 土肥ホーム福室施設長、小土肥連合区勝呂会長、伊豆市社協飯田会長

みしま岡クリニック岡考院長（認知症学会専門医）をお招きし地域住民、介護医療職を対象に開催しました

土肥包括主催認知症講演会

令和4年は寅年！令和4年は寅年！

はまゆうはまゆう
第89号 令和4年9月16日発行

秋晴号

発　行：社会福祉法人信愛会　　　　土肥ホーム住　所：〒410-3301　静岡県伊豆市小土肥787-2
電　話：0558-98-2900発行者：福室悦子
　　　　戸田デイサービスセンター住　所：〒410-3402　静岡県沼津市戸田1575-1
電　話：0558-94-5550

コロナ禍でも
今私達は何が
できるかを考えて、
サービス提供に
取り組んでいます。

※面会方法は随時施設へ　お問い合わせください。

面会の再開
防災訓練の実施

みんな元気ですごしましょう

はまゆうはまゆう
第91号 令和5年5月19日発行
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発　行：社会福祉法人信愛会　　　　土肥ホーム住　所：〒410-3301　静岡県伊豆市小土肥787-2
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新しい
日常に向けて
新しい

日常に向けて

春の風に誘われて外出行事

ボランティアの受入れ再開

30年の歩み土肥ホーム

2020年（令和2年）

4月1月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
日
本

国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
る

地
元
小
土
肥
連
合
区
（
浜
・
黒
根
・
出
口
）

と
防
災
協
定
を
締
結

防
災
力
の
向
上
に
努
め
る

2008年

4月
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

受
託

2011年

4月
G
H
菜
の
花
ホ
ー
ム
開
設

2023年

4月
創
立
30
周
年
を
迎
え
る

2015年

8月
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
11
床
へ
増
床

2006年

4月
介
護
保
険
法
改
正
に
伴
い
、
介
護
予
防

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
通
所
介
護
・
訪
問

介
護
の
提
供
開
始

2022年

8月
特
養
に
て
コ
ロ
ナ
感
染
症
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生

職
員
９
名
、
入
所
者
16
名
の
感
染
確
認

土肥デイサービス

厨　房

土肥戸田ホームヘルプサービス

戸田デイサービス



ホームページでは日常の様子や出来事、様々な取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

土肥ホームの日々 検索検索

土肥ホーム

戸田デイサービスの日々 検索検索

戸田デイ

サービス

編 集 後 記土肥・戸田 ホームページ

　土肥ホーム創立 30 周年の節目に合わせて発行され
た記念すべき本誌の発行に携わることができ、大変う
れしく思っています。手書きから始まった広報誌「は
まゆう」も、今号で 92 号！これからも皆様に楽しん
でいただける広報誌の作成に努めてまいります。

広報誌委員会一同

　30 年前の当時、ファースト職員として
採用され、土肥ホーム設立とともに歩んで
まいりました。今日に至る高齢者を取り巻
く地域環境は大きく変化し、土肥・戸田地
区では日本が今後進む高齢化社会の未来の
縮図を表すかのようなスピード感のある変
化を目の当たりに感じています。

　地域に根ざした福祉拠点として、地域の熱い期待と課せら
れた役割を果たすべく、脈々と次世代に継承し、事業運営を
止めることなく継続していく事が使命だと感じております。
　今後も地域の関係機関と連携を深め、より利用者様の満足
度が高まるよう信愛会法人理念の「愛・信頼・貢献」に基づく事
業運営を目指していく所存でございます。

土肥ホーム施設長
福室 悦子

社会福祉法人信愛会
理事長 奥津 匡俊
　土肥ホームが開設 30 周年を迎え、謹ん
で皆様のご協力に感謝申し上げます。
私自身９年間勤務した思い出は、土肥の
皆様との素晴らしい出会いです。旧措置
時代の小規模特養と、土肥・戸田旧両町
村の高齢者福祉サービスが介護保険へ移
行されるにあたり、危機的な経営問題に

直面した信愛会の計画に、旧両町村長と議会の御尽力を得て
推進させて頂き、後に伊豆市と沼津市となり、土肥・戸田地
区のサービス提供が継続出来た事は大変有難い事と存じます。
　少子高齢の進む両地区の皆様と共に、土肥ホームの次の取
組に、更なるご支援をお願い申し上げます。

　「いつもニコニコして、こちらが癒さ
れますよ」。担当スタッフの方々から声
をかけていただき、母も私達家族にとっ
ても、穏やかな日々を過ごす居場所なの
ではないかと思います。伝統行事なども
大切にしてくださり、母も「昔は…」と
思い出し、また笑顔が増える事でしょう。
いつもありがとうございます。

　創立 30 周年おめでとうございます。
土肥ホームとは、民生委員になり現在に
至るまで、二十余年のおつきあいです。
介護職員の減少など、課題は多いと思い
ますが、地域の拠り所として、踏ん張っ
て欲しいと願っています。微力ながら応
援します。

　土肥ホームとは、土肥地区における介
護・福祉施設であり清掃活動・納涼祭等
を通して介護・福祉の現状、施設の状況
を知り福祉活動の理解促進へと繋がるよ
う事業参加させていただいています。今
後も福祉の原点を忘れずに地域との繋が
りがより深いものとなる様願っています。
50 周年・100 周年を迎えることができ
るようご活躍をお祈り申し上げます。

　妻が昨年より入所しており、デイサー
ビスの頃からお世話になっております。
面会はコロナのため、スクリーン越しで
直接は出来ませんが、いつも穏やかで話
しかけるとにこやかに笑います。これも
職員の皆さんの暖かい介護のおかげだと
思います。30 周年を記念し、これから
も長く暖かい介護をお願いします。

　「寸場の畑に老人ホームができるん
だって」―私は、幼き頃、その畑で大
根引きを手伝わされたものでした。創
立 30 周年おめでとうございます。地域
の皆さんと共に歩み続けてきた土肥
ホーム。ＮＰＯ「きずな」の誕生にも大
きく貢献いただきました。更なるご支
援とますますのご発展を祈念します。

地域の皆様から、

お祝いのコメントを

いただきました

ご 挨 拶

土肥地区民生委員・児童委員協議会

会長　鈴木 五十一様
沼津市民生委員児童委員協議会

戸田地区 会長　石原 逸男様

サービス利用者ご家族

大木 妙子様
サービス利用者ご家族

勝呂 浩也様
NPO法人 土肥の暮らしを支え合う会

「きずな」会長　勝呂 信正様
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